
「
満
州
事
変
」
の
立
役
者
で
あ
り
、
「
世
界
最
終
戦
論
」
（
以
下
「
最

終
戦
論
」
と
略
示
）
を
提
唱
し
た
戦
前
の
日
本
陸
軍
将
校
・
石
原
莞
爾

は
、
熱
心
な
日
蓮
信
者
で
あ
っ
た
。
石
原
に
よ
れ
ば
、
「
満
州
事
変

は
最
終
戦
争
に
対
す
る
準
備
」
（
選
９
１
二
六
三
）
だ
っ
た
と
さ
れ
、

最
終
戦
争
の
予
測
は
彼
独
自
の
軍
事
科
学
的
考
察
に
基
づ
い
て
な
さ

れ
た
が
、
こ
の
予
測
は
日
蓮
の
予
言
に
よ
る
宗
教
的
裏
付
け
を
と
も

な
っ
て
い
た
た
め
、
石
原
は
、
同
論
に
強
い
確
信
を
抱
い
て
い
た
。

す
な
わ
ち
軍
事
思
想
と
し
て
の
最
終
戦
論
が
日
蓮
の
予
言
を
通
じ
て

宗
教
的
確
信
に
高
め
ら
れ
、
や
が
て
太
平
洋
戦
争
の
発
端
と
な
る
満

一
問
題
の
所
在

石
原
莞
爾
の
宗
教
観
と
世
界
最
終
戦
争
論

州
事
変
を
引
き
起
こ
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
石
原
の
最
終

戦
論
に
お
け
る
宗
教
的
背
景
が
問
題
と
な
る
の
だ
が
、
従
来
の
石
原

研
究
は
、
田
中
智
学
の
主
宰
す
る
「
国
柱
会
」
等
の
国
体
中
心
的
な

日
蓮
主
義
が
石
原
の
最
終
戦
論
と
結
び
つ
い
た
点
を
強
調
す
る
傾
向

に
あ
る
。

戸
頃
重
基
は
、
石
原
に
み
ら
れ
る
「
侵
略
主
義
の
思
想
」
が
「
明

治
以
来
の
軍
の
伝
統
と
国
柱
会
型
の
日
蓮
主
義
と
の
抱
合
」
で
あ
る

（
１
）

と
断
じ
、
中
濃
教
篤
は
、
智
学
の
日
蓮
主
義
に
よ
る
「
世
界
統
一
論
」

が
石
原
に
よ
っ
て
「
本
門
戒
壇
建
立
の
時
こ
そ
、
世
界
最
終
戦
の
時

（
ワ
】
）

だ
」
と
受
け
と
め
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
小
林
英
夫
は
「
田
中
の

思
想
は
、
石
原
の
思
想
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
形
成
し
」
た
と
述
べ
て

（
３
）

い
る
。
ま
た
日
蓮
主
義
が
石
原
に
与
え
た
思
想
的
影
響
を
、
よ
り
厳

松
岡
幹
夫
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密
に
捉
え
よ
う
と
し
た
研
究
も
存
す
る
。
松
沢
哲
成
は
「
日
蓮
の
教

義
ｌ
田
中
智
学
に
よ
る
そ
の
体
系
化
ｌ
里
見
岸
雄
に
よ
る
近
代
化
の

徹
底
」
に
よ
っ
て
石
原
が
「
そ
の
精
神
的
葛
藤
を
解
決
さ
れ
思
想
的

に
開
眼
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
」
と
推
論
し
、
智
学
の
三
男
・
里
見

（
４
）

岸
雄
か
ら
石
原
へ
の
影
響
も
考
盧
に
入
れ
て
い
る
。
一
方
、
西
山
茂

は
「
石
原
は
山
川
や
里
見
の
賢
王
信
仰
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
、
後

述
す
る
よ
う
な
独
自
の
「
末
法
二
重
説
」
（
五
々
百
歳
二
重
説
）
を
打
ち

立
て
た
」
と
論
じ
、
里
美
に
加
え
て
智
学
の
高
弟
・
山
川
智
応
か
ら

（
５
）

の
影
響
も
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
最
終
戦
論
に
お

け
る
石
原
の
宗
教
観
が
国
柱
会
流
の
日
蓮
主
義
に
基
づ
い
て
い
た
、

と
見
る
点
で
は
一
致
し
た
立
場
に
立
っ
て
い
る
。

な
る
ほ
ど
石
原
は
、
一
説
に
は
陸
軍
幼
年
学
校
の
時
分
か
ら
智
学

（
６
）

の
日
蓮
主
義
に
傾
倒
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
大
正
九
（
一
九
二
○
）

年
四
月
、
正
式
に
国
柱
会
の
「
信
行
員
」
と
な
っ
た
後
は
、
智
学
を

「
大
先
生
」
、
里
見
岸
雄
を
「
先
生
」
と
尊
称
で
呼
び
、
満
州
や
留
学

先
の
ド
イ
ツ
に
あ
っ
て
は
智
学
や
山
川
が
著
し
た
国
柱
会
出
版
物
を

座
右
に
置
き
、
同
会
の
布
教
活
動
も
活
発
に
行
っ
て
い
た
。
石
原
の

宗
教
観
を
思
想
的
に
完
成
さ
せ
た
も
の
が
国
柱
会
流
の
日
蓮
主
義
だ

っ
た
、
と
言
う
事
実
は
争
え
な
い
。
だ
が
し
か
し
、
彼
が
晩
年
に
ま

と
め
た
「
日
蓮
教
入
門
」
な
ど
を
見
る
と
、
石
原
の
日
蓮
信
仰
の
基

底
部
に
は
、
日
本
の
古
神
道
等
に
見
ら
れ
る
呪
術
的
な
宗
教
意
識

ｌ
現
実
の
有
為
転
変
を
す
べ
て
宇
宙
霊
の
神
秘
的
意
志
と
し
て
受

石
原
が
最
終
戦
論
を
確
立
し
た
経
緯
や
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

「
最
終
戦
争
論
」
「
戦
争
史
大
観
」
「
戦
争
史
大
観
の
由
来
記
」
等
の

彼
の
講
演
録
や
回
顧
録
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
石
原
は
大

正
四
（
一
九
一
五
）
年
に
陸
軍
大
学
校
に
入
校
し
た
頃
、
日
露
戦
争

に
お
け
る
日
本
の
勝
利
が
僥
倖
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
軍
事
学
上
の
疑
問
を
抱
い
た
。
ま
た
そ
れ
以
前
か
ら
、
見
習
仕
官

け
止
め
る
意
識
Ｉ
が
深
く
根
を
張
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
日
蓮
信
仰
に
入
っ
て
か
ら
も
神
社
参
拝
を
欠
か
さ
な

か
っ
た
石
原
の
宗
教
観
は
、
む
し
ろ
神
道
的
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
信

仰
を
基
礎
と
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の
シ
ャ
ー

マ
ニ
ズ
ム
の
宗
教
意
識
を
、
軍
事
思
想
家
と
し
て
の
立
場
か
ら
歴
史

主
義
的
な
戦
争
史
観
へ
と
展
開
す
る
方
途
を
模
索
す
る
う
ち
に
、
石

原
は
、
智
学
の
日
蓮
主
義
が
最
適
な
宗
教
思
想
で
あ
る
と
の
結
論
に

達
し
、
国
柱
会
の
信
者
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿

で
は
、
か
か
る
問
題
設
定
を
行
い
、
最
終
戦
論
の
底
流
に
あ
る
石
原

の
宗
教
観
に
つ
い
て
、
従
前
の
ご
と
く
日
蓮
主
義
の
影
響
を
指
摘
し

て
事
足
れ
り
と
せ
ず
、
今
一
度
、
彼
の
精
神
形
成
史
に
沿
っ
て
考
察

を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。

二
国
柱
会
入
会
以
前
に
お
け
る
石
原
の
宗
教
意
識

ｌ
霊
感
的
予
言
信
仰
と
尊
皇
心
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と
し
て
兵
の
訓
育
に
あ
た
る
う
ち
に
「
一
身
を
真
に
君
国
に
捧
げ
て

居
る
神
の
如
き
兵
に
、
如
何
に
し
て
そ
の
精
神
の
原
動
力
た
る
べ
き

国
体
に
関
す
る
信
念
感
激
を
た
た
き
込
む
か
」
（
全
１
１
二
三
に
頭

を
悩
ま
せ
、
古
神
道
に
答
え
を
求
め
た
り
し
て
い
た
が
、
最
終
的
に

日
蓮
主
義
に
心
を
引
か
れ
国
柱
会
の
門
を
叩
い
た
と
い
う
。
こ
れ
に

よ
り
、
「
殊
に
日
蓮
聖
人
の
『
前
代
未
聞
の
大
闘
靜
一
閻
浮
堤
に
起

る
べ
し
。
』
は
私
の
軍
事
研
究
に
不
動
の
目
標
を
与
へ
た
」
（
全
１
１

二
二
と
、
石
原
は
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
石
原
は
、
今
の
時
代

が
持
久
的
戦
争
期
に
あ
た
る
と
の
見
方
か
ら
、
短
期
決
戦
で
勝
利
を

収
め
た
日
露
戦
争
に
疑
問
を
持
ち
、
や
が
て
決
戦
的
戦
争
と
持
久
的

戦
争
を
交
互
に
繰
り
返
す
と
い
う
戦
争
史
観
に
到
達
し
た
。
そ
し
て

「
前
代
未
聞
の
大
闘
靜
一
閻
浮
堤
に
起
る
べ
し
」
と
の
日
蓮
遺
文
を
、

世
界
統
一
を
目
的
と
す
る
「
世
界
最
終
戦
争
」
の
予
言
と
信
ず
る
に

至
っ
て
、
戦
争
が
決
戦
と
持
久
戦
を
繰
り
返
し
な
が
ら
螺
旋
的
に
進

化
を
遂
げ
、
最
終
戦
争
の
後
に
世
界
の
統
一
と
恒
久
平
和
が
実
現
す

る
と
い
う
戦
争
史
観
を
打
ち
立
て
た
。
Ｍ
・
ピ
ー
テ
ィ
の
一
言
葉
を
借

（
７
）

り
る
な
ら
、
石
原
の
戦
争
論
は
「
進
化
論
的
で
弁
証
法
的
な
枠
組
」

を
持
っ
て
お
り
、
か
つ
歴
史
の
終
り
に
は
千
年
王
国
的
な
平
和
楽
士

が
想
定
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
最
終
戦
争
は
、
ア
ジ
ア
（
東
亜
）
と
西
洋
の
代
表
者
・
ア

メ
リ
カ
と
の
間
で
行
わ
れ
、
そ
の
勝
敗
に
よ
っ
て
「
天
皇
が
世
界
の

天
皇
で
在
ら
せ
ら
る
べ
き
も
の
か
、
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
が
世
界
を

統
制
す
べ
き
も
の
か
と
い
ふ
人
類
の
最
も
重
大
な
運
命
が
決
定
す

る
」
（
全
１
１
五
四
）
と
石
原
は
考
え
た
。
石
原
に
と
っ
て
は
、
日
本

の
天
皇
こ
そ
が
「
東
方
道
義
の
道
統
を
伝
持
遊
ば
さ
れ
た
」
（
同
前
）

東
亜
の
盟
主
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
最
終
戦
は
実
質
的
に
日
米
対
決

と
な
り
、
し
か
も
日
本
が
勝
利
し
「
八
紘
一
宇
」
の
世
界
統
一
が
実

現
す
る
も
の
と
信
じ
ら
れ
た
。
石
原
が
描
い
た
最
終
戦
論
の
シ
ナ
リ

オ
は
、
日
本
国
体
に
対
す
る
絶
対
の
信
念
を
拠
り
所
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
彼
の
最
終
戦
論
は
、
軍
事
研
究
に
よ
る
戦
争
史
観
、

日
蓮
の
予
言
、
国
体
観
念
と
い
う
三
つ
の
思
想
フ
ァ
ク
タ
ー
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
石
原
の
宗
教
観
に
関
わ
る
も

の
は
日
蓮
の
予
言
と
国
体
観
念
と
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
石
原
は
、

な
ぜ
そ
う
し
た
も
の
を
信
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
石
原
が
日
蓮
の
予
言
を
信
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
直
接
的
な
き

っ
か
け
は
、
国
柱
会
に
入
会
し
、
そ
の
日
蓮
主
義
に
触
れ
た
こ
と
だ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
彼
は
、
日
蓮
の
予
言
を
知
る
前
か
ら
神
仏
の

予
言
を
霊
感
的
に
信
ず
る
少
年
だ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
石

原
に
関
し
て
は
、
元
来
の
霊
感
的
な
予
言
信
仰
を
通
じ
て
日
蓮
の
予

言
に
出
会
っ
た
、
と
言
う
点
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

陸
軍
幼
年
学
校
、
同
士
官
学
校
で
石
原
と
同
期
生
だ
っ
た
横
山
臣

平
に
よ
る
と
、
石
原
は
「
幼
年
時
代
か
ら
霊
感
を
信
じ
、
か
つ
神
仏

に
対
す
る
関
心
が
深
く
、
神
社
仏
閣
に
対
す
る
拝
礼
を
忘
れ
な
か
っ

た
」
「
少
年
時
代
か
ら
こ
の
よ
う
な
（
最
終
戦
論
を
指
す
ｌ
筆
者
注
）
霊
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（
８
）

感
的
な
予
言
を
、
真
面
目
に
口
に
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
」

と
言
う
。
石
原
は
生
涯
に
わ
た
り
、
霊
感
に
基
づ
く
予
言
信
仰
の
立

場
を
貫
い
た
。
「
日
蓮
教
入
門
」
の
冒
頭
に
は
、
「
科
学
と
宗
教
の
定

義
」
と
し
て
「
科
学
は
五
官
に
よ
っ
て
事
物
を
正
確
に
観
察
し
、
宗

教
は
五
官
に
感
じ
得
な
い
と
こ
ろ
を
も
直
感
力
に
よ
っ
て
悟
っ
て
行

く
も
の
と
定
義
す
る
」
（
全
７
１
四
八
五
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
石

原
の
宗
教
観
は
、
直
観
や
霊
感
に
依
拠
し
た
神
秘
的
な
も
の
で
あ
り
、

仏
や
日
蓮
の
予
言
は
じ
っ
の
と
こ
ろ
、
彼
の
霊
感
の
傍
証
と
し
て
用

い
ら
れ
た
と
さ
え
言
え
る
の
で
あ
る
。
最
終
戦
論
の
形
成
過
程
を
見

て
も
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
節
目
で
、
彼
の
神
秘
的
霊
感
が
決
定
的

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
①
ベ
ル
リ
ン
留
学
中
、
日
本

の
関
東
大
震
災
の
報
に
接
し
て
大
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
こ
れ
を
「
偉

大
ナ
ル
天
ノ
啓
示
」
「
日
本
ガ
凡
ョ
リ
聖
二
入
ル
ノ
大
関
節
」
（
選
２

１
一
六
七
）
と
直
観
し
た
こ
と
、
③
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
伊
勢

神
宮
へ
参
拝
し
た
際
、
「
国
威
西
方
に
燦
然
と
輝
く
霊
威
」
を
受
け

た
と
し
、
こ
れ
を
自
叙
伝
に
記
す
な
ど
、
重
大
視
し
て
い
る
こ
と
、

③
昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
年
、
左
遷
先
の
舞
鶴
に
て
東
洋
史
の
教

科
書
的
な
も
の
を
読
む
う
ち
に
日
蓮
の
末
法
出
現
に
疑
問
を
抱
き
、

種
々
悩
ん
だ
あ
げ
く
、
自
身
の
信
仰
上
の
直
観
を
頼
り
に
「
末
法
二

重
説
」
（
後
述
）
を
唱
え
る
に
至
っ
た
こ
と
、
等
で
あ
る
。
石
原
に
お

け
る
、
こ
の
よ
う
な
神
秘
的
霊
感
の
絶
対
化
は
、
あ
く
ま
で
経
典
や

日
蓮
遺
文
を
根
拠
に
予
言
を
考
え
る
国
柱
会
の
信
仰
と
は
明
ら
か
に

一
線
を
画
し
て
い
た
。
国
柱
会
の
日
蓮
主
義
は
、
石
原
自
身
の
宗
教

的
体
質
と
言
う
べ
き
霊
感
的
予
言
信
仰
に
よ
っ
て
変
容
し
、
そ
の
結

果
、
自
ら
の
霊
感
を
頼
り
に
日
蓮
の
予
言
を
解
釈
す
る
と
い
う
、
独

特
の
宗
教
観
が
石
原
の
内
面
に
生
じ
た
の
で
あ
る
。

で
は
次
に
、
石
原
の
堅
固
な
国
体
観
念
は
い
か
に
し
て
確
立
さ
れ

た
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
国
体
観
念
は
、
「
教
育
勅
語
」

を
基
軸
と
す
る
天
皇
制
教
育
、
ま
た
地
方
・
中
央
の
陸
軍
幼
年
学
校
、

陸
軍
士
官
学
校
、
陸
軍
大
学
校
と
、
十
数
年
間
に
わ
た
る
軍
人
教
育

を
通
じ
て
、
石
原
の
人
格
に
深
く
内
面
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

石
原
は
帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
た
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
生

を
受
け
た
。
そ
の
翌
年
に
は
「
教
育
勅
語
」
が
下
さ
れ
、
明
治
天
皇

の
「
御
真
影
」
を
下
付
す
る
範
囲
が
高
等
小
学
校
に
ま
で
拡
大
さ
れ

て
い
る
。
欧
化
主
義
に
よ
る
民
権
論
や
対
外
緊
張
へ
の
反
動
か
ら
国

粋
主
義
が
起
り
、
天
皇
主
権
を
明
記
し
た
憲
法
の
発
布
に
続
い
て
教

育
の
国
家
統
制
が
始
ま
っ
た
明
治
二
○
年
代
に
、
石
原
は
初
等
教
育

の
門
を
く
ぐ
っ
た
。
彼
は
い
わ
ば
、
「
教
育
勅
語
」
に
基
づ
く
天
皇

制
教
育
を
受
け
た
第
一
世
代
の
人
間
で
あ
り
、
最
初
期
の
人
格
形
成

に
お
い
て
、
天
皇
へ
の
「
忠
」
を
至
上
と
す
る
道
徳
を
教
え
込
ま
れ

た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
石
原
は
、
明
治
三
五
（
一
九
○
二
）
年
、
一
三
歳
で
仙
台

の
陸
軍
地
方
幼
年
学
校
に
入
る
。
地
方
幼
年
学
校
は
、
軍
人
精
神
の

養
成
を
目
的
と
し
、
そ
の
軍
人
精
神
は
忠
君
愛
国
や
「
軍
人
勅
諭
」
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の
徳
目
を
内
容
と
し
て
い
た
。
陸
軍
教
育
の
研
究
者
・
広
田
照
幸
は
、

明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
八
月
の
「
陸
軍
幼
年
学
校
教
育
綱
領
」

に
つ
い
て
、
「
昭
和
戦
時
期
の
言
説
に
み
ら
れ
た
天
皇
の
神
性
や
絶

対
性
の
観
点
よ
り
も
、
む
し
ろ
国
民
国
家
と
し
て
の
現
実
的
な
サ
バ

イ
バ
ル
の
必
要
性
か
ら
、
尊
皇
愛
国
の
心
情
の
喚
起
が
う
た
わ
れ
て

（
９
）

い
た
」
と
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
明
治
中
期
の
幼
年
学
校
で
は
、
昭

和
戦
時
期
の
よ
う
に
熱
狂
的
な
国
体
教
育
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
国

防
を
担
う
軍
人
と
し
て
尊
皇
愛
国
の
心
情
が
養
わ
れ
た
。
と
り
わ
け

石
原
が
在
学
し
た
頃
の
仙
台
陸
幼
で
は
、
軍
人
勅
諭
の
記
憶
や
解
釈

（
叩
）

の
指
導
が
熱
心
に
行
わ
れ
た
と
言
う
。
市
ヶ
谷
台
の
中
央
幼
年
学
校

に
進
ん
で
か
ら
も
、
「
三
時
半
ョ
リ
タ
タ
キ
起
サ
レ
謹
ミ
テ
宮
城

前
二
神
武
天
皇
ノ
御
霊
ヲ
拝
シ
奉
ル
」
（
選
９
１
二
四
）
と
石
原
の

日
記
に
あ
る
ご
と
く
、
尊
皇
心
を
体
で
教
え
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た

中
央
幼
年
学
校
や
士
官
学
校
で
は
、
東
京
と
い
う
立
地
も
あ
っ
て
天

皇
や
皇
室
と
接
触
す
る
機
会
が
多
く
、
「
天
皇
へ
の
距
離
の
近
さ
」

が
強
調
さ
れ
、
そ
の
エ
リ
ー
ト
意
識
か
ら
生
徒
た
ち
は
天
皇
制
イ
デ

（
皿
）

オ
ロ
ギ
ー
を
自
ら
の
世
界
観
と
し
て
い
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
エ
リ
ー

ト
将
校
を
養
成
す
る
陸
軍
大
学
校
に
ま
で
進
ん
だ
石
原
の
場
合
は
尚

更
で
あ
り
、
陸
大
の
卒
業
式
で
彼
は
、
明
治
天
皇
臨
席
の
下
、
成
績

優
秀
に
よ
り
恩
賜
の
軍
刀
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
石
原
の
中
で
、
天
皇
の
神
化
と
そ
れ
に
対
す
る
絶
対
服

従
の
念
は
不
動
の
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
石
原
自
身
、
「
私
共
は

だ
と
す
れ
ば
、
陸
軍
将
校
に
な
っ
て
以
降
の
石
原
が
、
国
体
観
の

確
立
を
求
め
て
宗
教
遍
歴
を
始
め
た
と
い
う
の
は
、
じ
っ
は
彼
自
身

幼
年
学
校
以
来
の
教
育
に
よ
っ
て
国
体
に
対
す
る
信
念
は
断
じ
て
動

揺
す
る
こ
と
は
な
い
」
（
全
１
１
二
二
）
と
述
べ
、
い
わ
ゆ
る
「
昭
和

維
新
」
を
唱
え
た
際
に
は
、
心
底
か
ら
「
現
人
神
の
信
仰
」
（
選
８
１

一
六
三
）
を
訴
え
て
い
る
。
ま
た
敗
戦
後
、
「
現
人
神
」
と
し
て
の
天

皇
像
が
崩
壊
し
て
か
ら
も
彼
の
尊
皇
心
は
変
わ
ら
ず
、
「
天
皇
家
が

全
人
類
の
総
本
家
で
あ
り
、
天
皇
は
世
界
唯
一
天
成
の
君
主
で
あ
ら

（
吃
）

せ
ら
れ
る
と
い
う
信
仰
」
を
講
演
で
説
き
続
け
て
い
た
。
後
述
す
る

が
、
石
原
が
敗
戦
を
境
に
、
最
終
戦
論
の
予
言
に
か
か
わ
る
他
の
重

要
主
張
を
次
々
に
変
更
し
た
こ
と
を
思
え
ば
、
彼
に
お
い
て
国
体
観

念
の
内
面
化
に
よ
る
尊
皇
心
が
い
か
に
抜
き
難
い
も
の
に
な
っ
て
い

た
か
、
が
察
知
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
ご
と
く
、
幼
少
期
以
来
の
霊
感
的
予
言
信
仰
の
う
え
に
、

国
体
観
念
を
内
面
化
す
る
教
育
の
中
で
培
わ
れ
た
「
現
人
神
」
信
仰

と
し
て
の
尊
皇
心
が
折
り
重
な
る
よ
う
に
し
て
、
国
柱
会
入
会
以
前

に
お
け
る
石
原
の
宗
教
意
識
は
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ

、
『
ノ
○

三
国
柱
会
の
日
蓮
主
義
が
最
終
戦
論
の
形
成
に
果
た
し
た

役
割
ｌ
宗
教
観
と
戦
争
史
観
と
の
結
合

石原莞爾の宗教観と世界最終戦争論81



の
宗
教
意
識
ｌ
霊
感
的
予
言
信
仰
と
尊
皇
心
ｌ
を
満
足
さ
せ
る

宗
教
を
求
め
て
い
た
と
言
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
石
原
は
古

神
道
、
マ
ル
ク
ス
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
、
キ
リ
ス
ト
の
教
え
等
に
救
い
を

（
画
）

求
め
、
あ
る
時
に
は
「
洗
礼
を
受
け
よ
う
か
と
思
う
」
と
も
漏
ら
し

た
と
い
う
。
と
く
に
預
言
者
の
宗
教
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
は
、
後
々

ま
で
石
原
の
心
を
引
き
つ
け
、
戦
後
の
彼
は
「
最
終
戦
が
な
け
れ
ば

キ
リ
ス
ト
教
、
戦
争
が
お
こ
れ
ば
日
蓮
教
に
よ
っ
て
す
く
わ
れ
る
」

（
全
７
１
四
六
九
）
と
も
語
っ
て
い
る
。
だ
が
言
う
ま
で
も
な
く
、
キ

リ
ス
ト
教
で
は
石
原
の
尊
皇
心
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

最
終
的
に
彼
が
到
達
し
た
理
想
の
宗
教
は
、
国
体
信
仰
を
前
面
に
押

し
出
し
、
宗
教
的
な
予
言
信
仰
も
有
す
る
国
柱
会
の
日
蓮
主
義
だ
っ

た
。
智
学
の
日
蓮
主
義
に
お
け
る
「
日
蓮
聖
人
の
国
体
観
」
は
、
石

原
の
宗
教
意
識
に
お
け
る
霊
感
的
予
言
信
仰
と
尊
皇
心
の
両
面
を
と

も
に
満
た
す
と
い
う
意
味
で
、
石
原
を
「
心
か
ら
満
足
せ
し
め
た
」

わ
け
で
あ
る
。

国
柱
会
の
田
中
智
学
は
、
『
法
華
経
』
の
真
理
で
あ
る
「
一
念
三
千
」

（
Ｍ
）

の
法
と
日
本
国
体
と
が
異
名
同
体
で
あ
る
、
と
し
て
国
体
論
的
な
日

蓮
主
義
を
創
始
し
、
天
皇
制
国
家
主
義
の
時
流
に
も
乗
っ
て
、
さ
か

ん
に
宣
伝
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
「
八
紘
一
宇
」
の
成
語
を
創

唱
し
た
と
言
わ
れ
る
智
学
は
、
国
体
論
に
お
け
る
神
国
思
想
を
強
調

し
、
早
く
か
ら
汎
日
本
主
義
（
日
本
に
よ
る
世
界
統
二
を
熱
心
に
唱

え
て
い
た
。
中
央
幼
年
学
校
時
代
に
同
級
生
の
父
・
南
部
次
郎
の
影

（
鳩
）

響
で
「
ア
ジ
ア
主
義
」
に
開
眼
し
た
と
言
わ
れ
る
石
原
に
は
、
こ
の

対
外
的
原
理
と
し
て
の
国
体
論
も
大
き
な
魅
力
だ
っ
た
に
違
い
な
い
・

ベ
ル
リ
ン
留
学
中
の
石
原
が
妻
に
送
っ
た
書
簡
集
を
読
む
と
、
「
毛

唐
」
へ
の
対
抗
心
と
ア
ジ
ア
人
へ
の
同
胞
意
識
に
燃
え
上
が
る
石
原

が
、
携
行
し
て
い
た
国
柱
会
関
係
の
諸
著
作
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、

「
天
業
民
族
」
た
る
日
本
人
に
よ
る
世
界
統
一
を
夢
見
て
い
た
様
子

が
よ
く
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
智
学
は
、
日
蓮
晩
年
の
遺
命
と
さ
れ

る
「
本
門
戒
壇
」
の
建
立
と
世
界
統
一
を
教
団
の
最
終
目
標
に
掲
げ

て
い
た
。
そ
の
歴
史
主
義
的
か
つ
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
信
仰
態
度
は
、

「
仏
の
予
言
の
適
中
の
妙
不
可
思
議
が
私
の
日
蓮
聖
人
信
仰
の
根
底

で
あ
る
」
（
全
１
１
四
二
と
断
ず
る
石
原
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
で

（
肥
）

あ
ろ
う
。
か
く
し
て
智
学
の
日
蓮
主
義
に
帰
依
す
る
に
及
ん
で
、
石

原
の
霊
感
的
予
言
信
仰
と
尊
皇
心
は
思
想
的
統
一
の
契
機
を
与
え
ら

れ
、
一
つ
の
宗
教
観
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
う
え
で
智
学
の
日
蓮
主
義
が
石
原
に
与
え
た
最
大
の
影
響
は
、

石
原
の
宗
教
観
と
戦
争
史
観
と
を
結
合
せ
し
め
る
役
割
を
こ
の
日
蓮

主
義
が
担
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
最
終
戦
論
が
形
成
さ
れ
た
と
言
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
石
原
が
最
終
戦
論
で
引
用
し
た
日
蓮
の
〈
最
終
戦
争

の
予
言
〉
は
、
智
学
が
明
治
三
六
（
一
九
○
三
）
’
三
七
（
一
九
○
四
）

年
に
か
け
て
行
っ
た
講
演
の
記
録
（
『
本
化
妙
宗
式
目
講
義
録
』
）
の
中
に
、

そ
の
原
型
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
終
戦
論
の
根
拠
と
さ
れ
た
主
要
な
日
蓮
遺
文
は
、
「
観
心
本
尊
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ニ
ル

ス
ル
ヲ
ハ
テ
ト
シ
ヲ

抄
」
の
「
當
レ
知
此
四
菩
薩
現
二
折
伏
一
時
成
二
賢
王
一
誠
二
責
愚
王
一

ス
ル
ヲ
ハ
テ
ト
ス
ヲ
（
Ⅳ
）

行
二
摂
受
一
時
成
し
僧
弘
二
持
正
法
一
」
と
、
「
撰
時
抄
」
の
「
前
代
未
聞

（
肥
）

の
大
闘
靜
一
閻
浮
堤
に
起
る
べ
し
」
の
二
つ
で
あ
っ
た
。
石
原
は
、

ス
ル
ヲ
ハ
テ
ト
０
シ
ヲ

前
者
の
「
本
尊
抄
」
に
お
け
る
「
現
二
折
伏
一
時
成
二
賢
王
一
誠
二
責
愚
王
一
」

と
の
記
述
を
「
撰
時
抄
」
の
「
前
代
未
聞
の
大
闘
靜
」
と
対
応
さ
せ
、

「
折
伏
を
現
ず
る
場
合
の
闘
靜
は
世
界
の
全
面
的
戦
争
で
あ
る
べ
き

だ
」
（
全
１
１
八
三
と
い
う
主
張
を
作
り
上
げ
た
。
石
原
に
よ
れ
ば
、

日
蓮
の
予
言
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

日
蓮
聖
人
は
将
来
に
対
す
る
大
き
な
預
言
を
し
て
居
り
ま
す
。

そ
れ
は
ど
う
言
ふ
こ
と
で
あ
る
か
と
申
し
ま
す
と
、
日
本
を
中

心
と
し
て
世
界
に
未
曾
有
の
大
戦
争
が
必
ず
起
こ
る
。
そ
の
時

に
本
化
上
行
が
再
び
世
の
中
に
出
て
来
ら
れ
、
本
門
の
戒
壇
を

日
本
国
に
建
て
、
弦
に
日
本
の
国
体
を
中
心
と
す
る
世
界
の
統

一
が
実
現
す
る
の
だ
。
か
う
い
ふ
預
言
を
し
て
亡
く
な
ら
れ
て

居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
（
全
１
１
八
○
）

好
戦
的
で
汎
日
本
主
義
的
な
、
こ
の
日
蓮
解
釈
は
、
じ
っ
は
明
治

中
期
に
智
学
が
主
張
し
た
と
こ
ろ
を
石
原
が
丸
呑
み
し
た
も
の
に
他

な
ら
な
い
。
と
言
う
の
も
、
「
法
華
経
』
従
地
涌
出
品
に
登
場
す
る

本
化
上
行
等
の
四
菩
薩
が
「
賢
王
」
と
し
て
世
に
出
現
し
「
愚
王
」

を
折
伏
す
る
、
と
い
う
意
の
上
記
「
本
尊
抄
」
の
文
に
つ
い
て
、
智

学
の
『
本
化
妙
宗
式
目
講
義
録
』
で
は
「
こ
の
本
化
の
教
を
広
布
せ

ん
と
す
る
賢
王
と
、
本
化
を
信
ぜ
ざ
ら
ん
と
す
る
多
く
の
愚
王
と
の

（
岨
）

諄
ひ
と
な
る
と
き
は
、
こ
こ
に
世
界
の
大
戦
争
が
起
る
」
と
解
説
さ

れ
、
そ
の
傍
証
と
し
て
「
撰
時
抄
」
の
「
前
代
未
聞
の
大
闘
靜
一
閻

浮
堤
に
起
る
べ
し
」
の
文
が
引
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
同

書
は
、
賢
王
が
「
佛
と
神
明
と
の
天
祐
」
に
よ
っ
て
こ
の
大
戦
争
に

勝
利
し
、
「
世
界
各
国
の
王
臣
一
同
」
が
正
法
に
帰
依
し
て
日
本
天

皇
か
ら
「
本
門
の
大
菩
薩
戒
」
を
受
け
、
「
天
人
一
如
、
四
海
帰
一

（
犯
）

の
大
戒
壇
が
こ
こ
に
成
就
す
る
」
と
も
予
測
し
て
い
る
。
〈
賢
王
と

愚
王
の
大
戦
争
に
よ
る
汎
日
本
主
義
的
な
世
界
統
一
〉
と
い
う
石
原

の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
、
す
で
に
明
治
中
期
、
智
学
が
自
己
の
信
念
と
し

て
披
瀝
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

軍
事
研
究
の
上
か
ら
世
界
最
終
戦
争
の
到
来
を
予
期
し
て
い
た
石

原
に
は
、
宗
教
的
予
言
と
し
て
最
終
戦
争
の
可
能
性
を
示
唆
し
、
そ

の
道
義
的
正
当
性
を
唱
え
る
智
学
の
国
柱
会
が
、
石
原
独
自
の
戦
争

史
観
を
宗
教
的
に
許
容
す
る
、
ま
こ
と
に
稀
有
な
教
団
と
映
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
最
終
戦
論
は
本
来
、
「
私
の
軍
事
科
学
的
考
察
を
基
礎

と
す
る
も
の
」
（
全
１
１
一
五
五
）
だ
っ
た
が
、
「
仏
の
預
言
は
政
治
史

の
大
勢
、
科
学
・
産
業
の
進
歩
と
共
に
、
私
の
軍
事
研
究
を
傍
証
す

る
」
（
全
１
１
一
五
五
’
一
五
六
）
役
割
を
果
た
し
た
、
と
石
原
（
選
３

１
九
六
）
は
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
「
仏
の
予
言
」
は
、
単
に
石
原

の
「
軍
事
科
学
的
考
察
」
を
傍
証
し
た
だ
け
で
な
く
、
彼
の
「
軍
事

研
究
に
不
動
の
目
標
を
与
え
た
」
蚕
３
１
二
六
）
の
で
あ
り
、
実

際
に
は
「
仏
の
預
言
」
な
く
し
て
「
私
の
軍
事
科
学
的
考
察
」
が
最
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さ
て
国
柱
会
の
日
蓮
主
義
に
傾
倒
し
て
ほ
ど
な
く
、
石
原
は
最
終

戦
論
を
着
想
し
、
そ
こ
に
自
己
の
宗
教
観
を
織
込
ん
で
い
っ
た
。
け

れ
ど
も
石
原
の
宗
教
観
に
お
い
て
、
彼
本
来
の
宗
教
意
識
（
霊
感
的

終
戦
論
へ
と
結
実
す
る
こ
と
な
ど
有
り
得
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
智
学

が
説
示
し
た
「
仏
の
預
言
」
は
、
石
原
の
軍
事
研
究
の
成
果
と
し
て

の
戦
争
史
観
を
全
く
次
元
の
異
な
る
宗
教
の
世
界
へ
と
引
き
込
ん
だ

の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
石
原
は
国
柱
会
の
日
蓮
主
義
に
出
会
っ
た
こ

と
で
、
彼
の
宗
教
意
識
に
お
け
る
霊
感
的
予
言
信
仰
と
尊
皇
心
と
を

統
一
し
て
確
固
た
る
宗
教
観
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
彼
の
軍
事
研

究
上
の
戦
争
史
観
を
も
宗
教
思
想
化
し
得
た
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か

る
。
言
い
換
え
る
な
ら
、
国
柱
会
教
学
は
石
原
の
宗
教
観
を
確
立
せ

し
め
る
契
機
と
な
り
、
さ
ら
に
彼
の
宗
教
観
と
戦
争
史
観
と
を
結
合

さ
せ
る
う
え
で
媒
介
的
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
業
は
、

「
世
界
統
一
」
の
予
言
を
掲
げ
国
体
信
仰
と
義
戦
論
を
唱
え
る
国
柱

会
を
措
い
て
、
他
に
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
と
し
て

は
、
石
原
の
信
じ
た
「
仏
の
予
言
」
に
は
国
柱
会
の
バ
イ
ア
ス
が
か

か
っ
て
い
た
、
と
い
う
点
を
銘
記
し
つ
つ
、
論
を
進
め
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
。

四
日
蓮
主
義
の
相
対
化
ｌ
「
末
法
二
重
説
」

予
言
信
仰
や
尊
皇
心
）
と
日
蓮
主
義
と
は
、
必
ず
し
も
イ
コ
ー
ル
で
結

ば
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
石
原
は
、
自
身
の
霊
感
や
天

皇
に
対
し
て
絶
対
恭
順
の
姿
勢
を
貫
き
な
が
ら
、
か
た
や
日
蓮
主
義

の
信
仰
に
つ
い
て
は
、
究
極
的
に
は
相
対
化
す
る
態
度
を
見
せ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。

石
原
は
、
自
ら
の
宗
教
上
の
師
で
あ
る
は
ず
の
日
蓮
や
田
中
智
学

に
対
し
、
そ
の
無
謬
性
を
疑
う
か
の
ど
と
き
言
動
を
時
折
、
口
に
し

た
。
彼
は
智
学
を
絶
対
的
に
崇
敬
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、
そ
の

じ
っ
「
大
聖
人
（
日
蓮
の
こ
と
ｌ
筆
者
注
）
の
御
前
で
は
絶
対
平
等
だ
。

わ
れ
わ
れ
は
大
先
生
を
師
と
し
た
け
れ
ど
、
大
先
生
の
お
言
葉
と
い

（
副
）

え
ど
も
絶
対
服
従
で
は
な
い
」
（
全
７
１
四
五
五
）
と
考
え
て
い
た
。

智
学
は
「
大
先
生
」
で
あ
る
が
絶
対
無
謬
で
は
な
い
。
ゆ
え
に
石
原

は
、
最
終
戦
論
の
宗
教
的
意
義
を
智
学
の
日
蓮
主
義
に
基
づ
い
て
論

じ
て
お
き
な
が
ら
、
最
終
戦
争
の
時
期
に
つ
い
て
は
自
己
の
霊
感
を

信
じ
て
智
学
の
正
統
的
後
継
者
た
ち
と
対
立
し
、
自
ら
作
り
上
げ
た

新
説
Ｉ
「
末
法
二
重
説
」
ｌ
に
最
後
ま
で
固
執
し
た
の
で
あ
る
。

「
末
法
二
重
説
」
（
石
原
自
身
は
「
五
五
百
歳
二
重
の
信
仰
」
と
言
う
）
を

簡
単
に
紹
介
す
る
と
、
日
蓮
は
当
時
の
日
本
仏
教
界
の
通
説
に
従
っ

て
、
釈
迦
仏
の
入
滅
を
西
暦
の
紀
元
前
九
四
九
年
に
置
き
、
そ
れ
か

ら
最
初
の
千
年
を
「
正
法
」
時
代
、
次
の
千
年
を
「
像
法
」
時
代
、

そ
れ
以
降
を
「
末
法
」
の
時
代
と
し
、
時
代
が
下
る
ほ
ど
人
心
が
荒

廃
す
る
も
の
と
考
え
た
。
こ
の
末
法
に
突
入
す
る
時
期
は
、
『
大
集
経
』
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で
は
第
五
番
目
の
五
百
年
（
五
五
百
歳
）
に
あ
た
り
、
戦
乱
の
絶
え

な
い
「
闘
靜
堅
固
」
の
時
代
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
日
本
が
末
法
に
突

入
し
た
の
は
平
安
後
期
の
永
承
七
（
一
○
五
二
）
年
で
あ
り
、
日
蓮
は
、

ノ

仏
滅
後
二
一
七
一
年
の
「
五
五
百
歳
」
中
に
出
現
し
た
「
末
法
法
華

（
翠
）

経
の
行
者
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
石
原
は
、
明
治
以
降

の
実
証
的
な
仏
教
学
の
成
果
を
取
り
入
れ
た
東
洋
史
の
本
を
読
む
う

ち
に
、
日
蓮
当
時
の
仏
滅
年
代
の
算
定
は
誤
り
で
あ
り
、
正
し
い
推

測
に
よ
る
と
仏
滅
は
紀
元
前
四
○
○
年
代
で
あ
る
か
ら
、
日
蓮
が
生

れ
た
時
代
は
ま
だ
像
法
時
代
で
あ
っ
た
、
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

悩
ん
だ
石
原
は
、
仏
が
「
神
通
力
」
を
も
っ
て
「
末
法
の
最
初
の
五

百
年
を
巧
み
に
二
つ
に
使
ひ
分
け
を
さ
れ
た
」
（
全
１
１
八
四
）
と
し
、

本
化
上
行
は
像
法
と
末
法
に
二
度
出
現
す
る
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と

で
矛
盾
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
近
代
仏
教
学
の
仏
滅
年
代

に
基
づ
き
、
「
西
洋
人
が
ア
メ
リ
カ
を
発
見
し
印
度
に
や
っ
て
来
た

時
」
「
東
西
両
文
明
の
争
ひ
が
始
ま
り
掛
け
た
時
」
（
同
前
）
に
真
の

末
法
が
始
ま
り
、
「
正
に
そ
れ
が
最
後
の
世
界
的
決
勝
戦
に
な
ら
う

と
し
て
居
る
」
（
同
前
）
の
が
現
在
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
世
界
の
統
一

は
仏
滅
後
二
千
五
百
年
迄
に
完
成
す
る
も
の
と
の
推
論
に
達
し
た
」

（
全
１
１
四
三
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
「
最
終
戦
争
が
三
十
年
内
外

に
起
る
」
（
全
１
１
九
九
）
と
の
切
迫
感
が
石
原
に
生
れ
、
昭
和
戦
時

期
の
日
本
を
三
○
年
後
の
最
終
戦
争
に
向
け
て
動
か
そ
う
と
奔
走
し

た
の
だ
が
、
そ
の
時
点
で
彼
は
国
柱
会
教
学
か
ら
離
れ
、
「
私
の
確
信
」

「
私
の
想
像
」
「
占
ひ
」
（
同
前
）
と
い
っ
た
自
己
の
霊
感
や
直
観
を
絶

対
的
に
信
ず
る
立
場
に
立
っ
て
い
た
。

ま
た
国
柱
会
の
路
線
か
ら
逸
脱
し
た
後
も
、
最
後
ま
で
日
蓮
信
仰

を
貫
い
た
石
原
だ
っ
た
が
、
日
蓮
に
関
し
て
も
、
そ
の
絶
対
無
謬
性

を
認
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
「
末
法
二
重
説
」
に
お
い
て
仏
滅

年
代
へ
の
疑
問
が
起
こ
り
、
日
蓮
が
像
法
時
代
に
出
現
し
た
と
思
い

始
め
た
時
に
、
石
原
は
「
日
蓮
聖
人
を
人
格
者
、
先
哲
と
し
て
尊
敬

し
て
も
霊
格
と
し
て
信
仰
す
る
こ
と
は
断
然
止
む
べ
き
だ
」
（
全
１
１

四
一
’
四
二
）
と
考
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
日
蓮
の
相
対
化
は

一
時
的
な
も
の
で
な
く
、
病
没
直
前
の
昭
和
二
五
（
一
九
五
○
）
年

四
月
に
も
彼
は
、
「
日
蓮
聖
人
の
予
言
が
あ
た
ら
な
か
っ
た
ら
、
わ

れ
わ
れ
は
大
聖
人
を
、
偉
大
な
思
想
家
と
尊
敬
し
て
も
、
霊
格
者
と

し
て
信
仰
す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
」
（
全
７
１
四
七
四
と
支
持

者
に
語
っ
て
い
る
。
他
に
も
戦
後
、
「
た
と
え
日
蓮
聖
人
が
落
第
生

と
な
ら
う
と
も
わ
れ
わ
れ
は
惨
た
ん
た
る
最
終
戦
争
を
回
避
す
べ
く

努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
（
全
７
１
三
二
五
）
と
公
言
す
る
な
ど
、

敬
虚
な
日
蓮
信
者
の
口
か
ら
は
出
て
こ
な
い
よ
う
な
発
言
を
石
原
は

度
々
行
っ
て
い
る
。

宗
教
に
よ
っ
て
予
言
を
信
ず
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
予
言
に
よ
っ

て
宗
教
を
信
ず
る
、
と
い
う
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
な
信
条
に
基
づ
き
、

石
原
は
、
日
蓮
や
仏
教
全
体
さ
え
も
裁
き
の
場
に
置
い
て
い
た
。
だ

と
す
れ
ば
、
石
原
が
拠
り
所
と
し
た
〈
予
言
〉
と
は
、
じ
つ
は
日
蓮
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な
ら
ば
、
石
原
の
宗
教
意
識
に
お
い
て
絶
対
者
と
は
一
体
い
か
な

る
実
在
な
の
か
。
石
原
の
宗
教
観
を
語
る
う
え
で
、
ま
ず
特
徴
的
な

の
は
、
彼
の
呪
術
的
態
度
す
な
わ
ち
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
あ
ろ
う
。

先
に
「
末
法
二
重
説
」
を
説
明
す
る
中
で
、
「
仏
の
神
通
力
」
に
よ

っ
て
上
行
菩
薩
が
二
度
出
現
す
る
、
と
石
原
が
考
え
た
こ
と
を
紹
介

し
た
が
、
中
濃
教
篤
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
「
通
俗
的
な
法
華
経
の
シ

（
羽
）

ャ
マ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
と
ら
え
か
た
」
で
あ
る
と
言
う
。
「
神
通
力
」

と
は
一
般
に
計
り
知
れ
な
い
超
人
的
な
力
を
言
う
が
、
日
蓮
は
「
但

法
門
を
も
て
邪
正
を
た
だ
す
べ
し
。
利
根
と
通
力
と
に
は
よ
る
べ
か

（
型
）

ら
ず
」
と
訓
戒
し
、
神
秘
的
な
通
力
で
な
く
教
義
内
容
（
法
門
）
に

よ
っ
て
宗
教
の
邪
正
を
判
ず
べ
き
で
あ
る
、
と
指
南
し
て
い
る
。
日

蓮
の
予
言
は
、
例
え
ば
「
立
正
安
国
論
」
の
そ
れ
を
見
て
も
、
予
言

の
出
所
と
し
て
『
薬
師
経
』
の
「
三
災
七
難
」
説
な
ど
が
明
示
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
理
論
的
背
景
と
し
て
人
心
と
環
境
世
界
と
の

主
義
を
超
え
た
絶
対
的
な
何
か
の
導
き
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
し
か

な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
絶
対
的
な
る
も
の
の
観
念
が
、
霊
感
や
尊
皇

心
と
い
っ
た
石
原
自
身
の
宗
教
意
識
に
由
来
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ

と
も
論
を
俟
た
な
い
の
で
あ
る
。

五
石
原
の
宗
教
観
に
お
け
る
二
つ
の
特
徴

ｌ
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム

本
来
的
不
二
性
を
説
く
天
台
教
学
の
「
依
正
不
二
」
観
が
あ
っ
た
と

（
弱
）

言
わ
れ
て
い
る
。
智
学
の
日
蓮
主
義
も
そ
れ
ゆ
え
、
通
力
よ
り
も
法

門
を
重
ん
ず
る
立
場
に
立
ち
、
「
世
界
統
一
」
の
予
言
を
唱
え
て
い

た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
石
原
の
日
蓮
信
仰
は
、
こ
れ
と
は
反
対
に
、
法
門
よ
り

も
通
力
を
根
本
と
し
て
予
言
を
唱
え
る
も
の
だ
っ
た
。
石
原
に
お
い

て
予
言
と
は
、
仏
法
を
基
準
に
現
実
を
裁
く
こ
と
で
は
な
く
、
む
し

ろ
一
種
の
「
神
が
か
り
で
あ
る
」
（
全
７
１
三
二
○
）
と
さ
れ
た
。
「
神

カ
カ
リ
」
は
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
の
領
域
で
は
「
想
霊
」

や
１
１

言
い
の
の
め
い
目
）
と
呼
ば
れ
、
佐
々
木
宏
幹
に
よ
れ
ば
「
〃
想
依
・
想
霊
〃

が
シ
ャ
ー
マ
ン
の
呪
術
ｌ
宗
教
的
特
質
で
あ
る
と
の
見
方
は
、
も
は

（
妬
）

や
大
方
の
研
究
者
の
承
認
す
る
と
こ
ろ
」
だ
と
言
う
。
佐
々
木
は
、

想
霊
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
実
証
研
究
を
進
め
る
中
で
そ
の
類
型

化
も
試
み
て
い
る
が
、
こ
れ
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
石
原
の
呪
術
的
態

、
、

度
は
「
人
格
が
霊
的
状
況
の
影
響
を
受
け
て
い
る
状
況
（
傍
点
原
著

者
）
」
の
類
型
に
属
す
る
と
言
え
る
。
こ
の
瀝
霊
の
タ
イ
プ
は
、
「
神

霊
・
精
霊
が
当
該
人
物
の
身
体
に
入
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
外
側
か

ら
身
体
に
触
れ
る
こ
と
も
な
い
が
、
彼
（
彼
女
）
の
眼
、
耳
、
心
を

通
じ
て
そ
の
意
志
を
伝
え
る
。
彼
（
彼
女
）
は
神
霊
・
精
霊
の
姿
を

目
に
す
る
こ
と
も
あ
り
、
声
だ
け
耳
に
す
る
こ
と
も
あ
り
、
第
三
人

（
”
）

称
で
語
る
こ
と
が
多
い
」
と
さ
れ
る
。

石
原
の
場
合
、
昭
和
二
年
に
伊
勢
神
宮
に
参
拝
し
た
折
の
霊
的
体
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験
が
、
こ
の
類
型
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
よ
う
。
こ
の
時
の
「
厳
粛
な

気
持
」
を
、
石
原
は
昭
和
一
五
（
一
九
四
○
）
年
に
「
国
威
西
方
に

燦
然
と
し
て
輝
く
霊
威
を
う
け
、
帰
来
」
（
全
１
１
二
六
）
と
記
し
て

い
る
が
、
昭
和
一
八
（
一
九
四
三
）
年
一
月
、
伊
地
知
則
彦
に
は
「
神

前
に
参
拝
し
た
と
き
、
眼
前
に
地
球
の
姿
が
み
え
、
日
本
か
ら
金
色

（
羽
）

の
光
り
が
満
州
に
向
っ
て
光
り
渡
っ
た
」
と
も
語
っ
た
と
言
う
。
こ

こ
で
は
、
神
霊
が
石
原
の
身
体
に
想
依
し
た
の
で
は
な
く
、
彼
の
眼

を
通
じ
て
〃
西
方
（
満
州
）
の
国
威
が
光
り
輝
く
〃
と
い
う
神
霊
の

意
志
が
伝
え
ら
れ
、
神
霊
も
第
三
人
称
（
霊
威
）
で
語
ら
れ
て
い
る
。

石
原
が
こ
の
「
霊
威
」
に
基
づ
き
日
蓮
の
予
言
を
考
え
、
満
州
国
建

（
”
）

国
の
使
命
感
を
抱
い
た
可
能
性
は
高
い
。

彼
の
予
言
信
仰
は
、
ま
ず
「
霊
威
」
の
直
観
あ
り
き
、
で
あ
っ
た
。

世
界
最
終
戦
争
の
予
言
は
、
予
言
そ
れ
自
体
は
田
中
智
学
の
説
に
由

来
す
る
も
の
の
、
石
原
個
人
の
霊
感
が
根
底
的
に
働
い
て
い
た
事
実

は
否
め
な
い
。
生
来
の
霊
感
的
性
格
の
ゆ
え
か
、
石
原
は
日
蓮
信
仰

に
入
っ
て
か
ら
も
、
関
東
大
震
災
で
世
界
最
終
戦
争
の
早
期
到
来
感

を
抱
い
た
り
、
度
重
な
る
神
社
参
拝
に
よ
っ
て
霊
的
体
験
を
得
て
い

た
。
結
局
、
彼
は
自
己
の
霊
感
を
捨
て
て
日
蓮
に
帰
依
し
た
の
で
は

な
く
、
反
対
に
自
己
の
霊
感
を
絶
対
的
基
準
と
し
て
日
蓮
の
教
え
を

解
釈
し
た
。
最
終
戦
の
時
期
に
関
わ
る
「
末
法
二
重
説
」
に
つ
い
て
、

石
原
は
「
日
蓮
教
学
の
先
輩
の
御
意
見
は
ど
う
も
之
を
肯
定
し
な
い

ら
し
い
が
、
私
の
直
感
、
私
の
信
仰
か
ら
は
之
が
仏
の
思
召
に
か
な

っ
て
居
る
と
信
ず
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
」
（
全
１
１
四
三
と
述
べ
、

自
身
の
直
観
的
信
仰
を
国
柱
会
の
日
蓮
教
学
よ
り
も
優
先
さ
せ
て
い

る
。
石
原
の
日
蓮
信
仰
の
基
底
部
に
は
、
紛
れ
も
な
く
シ
ャ
ー
マ
ニ

ズ
ム
が
存
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
ゆ
え
に
、
彼
の
宗
教
観
が
多

神
教
的
、
抱
擁
的
な
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
の
性
格
を
帯
び
て
い
た
、

と
い
う
点
も
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
石
原
は
、
諸
宗
教
・

思
想
に
お
け
る
予
言
の
適
中
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
宗
教
的
絶
対
者

の
実
在
に
迫
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
「
日
蓮
教
」
が
信
仰
対
象

と
し
て
選
ば
れ
た
わ
け
だ
が
、
石
原
は
究
極
に
お
い
て
日
蓮
の
教
え

を
絶
対
視
し
て
い
な
か
っ
た
。

石
原
は
「
宇
宙
は
一
大
生
命
体
で
あ
る
」
（
全
７
１
四
九
五
）
と
の

見
方
に
基
づ
き
、
宇
宙
を
一
種
の
宗
教
的
絶
対
者
と
見
な
し
て
い
た
。

む
ろ
ん
彼
は
日
蓮
信
者
と
し
て
、
こ
の
〈
宇
宙
生
命
〉
こ
そ
が
「
仏
」

で
あ
り
、
日
蓮
仏
教
で
言
う
「
久
遠
実
成
の
本
仏
で
あ
る
」
（
同
前
）

と
説
明
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
石
原
は
他

方
で
、
も
し
も
「
世
界
最
終
戦
争
」
と
い
う
日
蓮
の
予
言
が
外
れ
、

平
和
裏
に
世
界
が
統
一
さ
れ
た
時
に
は
、
「
堂
々
た
る
ク
リ
ス
ト
教

の
勝
利
に
満
腔
の
尊
敬
と
信
頼
を
さ
さ
げ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
時

は
五
五
百
歳
二
重
の
わ
れ
わ
れ
の
信
仰
は
明
ら
か
に
ま
ち
が
い
で
あ

る
」
（
全
７
１
五
六
九
）
と
し
、
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
す
る
こ
と
ま
で

公
言
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
〈
宇
宙
生
命
〉
は
、
今
は
日
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蓮
仏
教
の
「
本
仏
」
と
す
る
け
れ
ど
も
、
予
言
適
中
の
成
否
に
よ
っ

て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
の
が
石
原
の
考

え
で
あ
っ
た
。

思
え
ば
石
原
が
入
会
し
た
国
柱
会
の
日
蓮
主
義
も
ま
た
、
法
華
経

の
真
理
と
日
本
国
体
を
表
裏
一
体
と
見
な
す
特
異
な
仏
教
思
想
で
あ

り
、
一
種
の
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
の
信
仰
形
態
を
持
っ
て
い
た
。
そ

の
た
め
石
原
も
、
神
社
信
仰
と
日
蓮
信
仰
を
並
行
し
て
行
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
石
原
は
、
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
か
ら
同
一
四
（
一

九
二
五
）
年
に
か
け
て
の
ベ
ル
リ
ン
留
学
中
、
自
室
の
仏
壇
に
日
蓮

の
曼
陀
羅
本
尊
を
安
置
し
て
い
た
が
、
同
時
に
「
彼
の
下
宿
に
は
日

本
か
ら
持
参
の
神
棚
が
祀
っ
て
あ
り
、
そ
の
下
に
国
旗
が
垂
れ
て
あ

っ
た
。
外
出
先
か
ら
帰
る
と
、
い
き
な
り
柏
手
を
打
っ
て
拝
む
の
に

（
釦
）

は
驚
い
た
」
と
い
う
友
人
（
大
島
駿
）
の
証
言
も
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
「
末
法
二
重
説
」
を
着
想
し
て
最
終
戦
論
を
さ
か
ん
に
宣
伝
し

始
め
た
昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
、
一
五
、
一
六
年
の
石
原
の
日
記
を

見
る
と
、
彼
は
国
柱
会
の
信
行
員
と
し
て
で
は
な
く
、
個
人
の
立
場

（
劃
）

で
、
頻
繁
に
神
社
へ
参
拝
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
石
原
の
日
蓮

信
仰
は
神
仏
一
致
的
で
あ
り
、
そ
れ
は
国
柱
会
流
の
信
仰
に
準
じ
て

い
た
と
言
え
る
。

け
れ
ど
も
国
柱
会
が
近
世
日
蓮
宗
の
神
仏
一
致
論
的
な
伝
統
を
踏

ま
え
つ
つ
、
仏
教
と
神
道
の
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
を
展
開
す
る
に
と

ど
ま
っ
た
の
に
対
し
、
石
原
の
方
は
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
や
マ
ホ
メ
ッ

さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
、
石
原
の
シ
ャ
ー
マ
ン
的
信
仰
態
度

が
日
本
の
伝
統
的
思
考
様
式
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
、
と
い
う
点

に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
石
原
は
、
世
界
最
終
戦
争
の
予
言
に
つ

い
て
戦
後
、
そ
の
不
確
実
性
を
示
唆
し
、
日
米
を
代
表
者
と
す
る
東

西
文
明
対
決
の
予
言
に
至
っ
て
は
最
終
的
に
こ
れ
を
撤
回
し
た
。
石

原
の
予
言
信
仰
に
は
、
現
実
重
視
の
状
況
倫
理
が
あ
る
。
国
体
信
仰

は
も
と
よ
り
、
日
蓮
信
仰
か
ら
も
、
か
か
る
状
況
適
合
的
な
予
言
観

は
生
じ
得
な
い
。
日
蓮
が
信
仰
の
対
象
と
し
た
の
は
、
『
法
華
経
』

に
お
け
る
真
理
（
妙
法
蓮
華
経
）
と
無
始
無
終
の
久
遠
仏
・
釈
尊
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
は
現
世
を
超
越
し
た
普
遍
者
で
あ
り
、
現
世
的
な
も

の
は
超
越
者
に
よ
る
否
定
を
通
じ
て
の
み
救
済
さ
れ
、
肯
定
さ
れ
る
。

日
蓮
の
予
言
は
、
〈
仏
法
〉
を
超
越
的
基
準
と
し
て
現
世
を
裁
く
と

卜
、
マ
ル
ク
ス
ま
で
も
聖
者
と
見
な
す
よ
う
な
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。

日
蓮
、
神
道
、
キ
リ
ス
ト
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
、
マ
ル
ク
ス
－
こ
れ
ら

の
人
物
に
共
通
す
る
要
素
は
、
い
ず
れ
も
人
類
社
会
の
未
来
を
予
言

し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
予
言
そ
の
も
の
に
対
す
る
シ
ャ
ー

マ
ン
的
信
仰
こ
そ
が
、
世
界
中
の
予
言
的
思
想
・
宗
教
を
一
如
と
見

る
よ
う
な
無
限
抱
擁
的
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
ヘ
と
石
原
を
導
い
た
の

だ
と
言
え
よ
う
。

六
石
原
の
思
考
様
式
に
見
ら
れ
る
〈
状
況
適
合
性
〉
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こ
ろ
に
そ
の
本
質
的
意
義
が
あ
り
、
日
蓮
が
社
会
事
象
の
変
化
に
合

せ
て
予
言
を
否
定
・
変
更
す
る
よ
う
な
事
態
な
ど
起
り
得
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
最
終
戦
論
に
か
か
わ
る
石
原
の
予
言
は
、
状
況
に
応
じ

て
否
定
さ
れ
た
り
肯
定
さ
れ
た
り
す
る
よ
う
な
性
質
を
持
っ
て
い
た
。

石
原
は
日
本
の
敗
戦
後
、
す
ぐ
さ
ま
「
私
は
こ
の
敗
戦
を
考
え
ま
す

の
に
〃
神
の
意
志
な
り
“
と
信
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
」
（
全
７
１
二
八

○
）
「
人
間
は
成
る
ま
ま
に
し
か
な
ら
ず
、
戦
争
に
勝
と
う
と
し
て

も
勝
て
な
い
事
も
あ
る
」
（
全
７
１
三
二
八
）
と
語
り
、
あ
げ
く
に
は

最
終
戦
論
の
誤
り
を
公
式
に
認
め
る
な
ど
、
成
行
き
主
義
と
し
か
思

え
な
い
よ
う
な
言
動
を
繰
り
返
し
た
。
「
全
人
類
の
永
遠
の
平
和
を

実
現
す
る
た
め
の
、
や
む
を
得
な
い
大
犠
牲
」
（
全
７
１
一
九
二
と

確
信
さ
れ
た
は
ず
の
世
界
最
終
戦
は
、
戦
後
、
「
信
仰
の
如
何
に
か

か
わ
ら
ず
起
き
な
い
こ
と
を
希
望
す
る
」
（
全
７
１
四
六
八
）
事
態
に

意
義
が
変
更
さ
れ
た
。
ま
た
石
原
は
、
戦
前
に
は
「
最
高
道
義
の
護

持
者
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
天
皇
が
、
絶
対
最
強
の
武
力
を
御
掌
握
遊
ば

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
全
１
１
九
五
）
と
、
天
皇
が
「
絶
対
最
強
の
武
力
」

を
持
つ
必
然
性
を
力
説
し
て
い
た
の
に
、
戦
後
は
「
女
々
し
い
と
ま

で
思
わ
れ
る
や
さ
し
さ
の
中
に
凛
然
た
る
覚
悟
を
し
め
さ
れ
た
平
和

の
女
神
の
如
き
敗
戦
日
本
の
天
皇
の
お
す
が
た
の
中
に
賢
王
の
お
す

が
た
の
潜
在
を
拝
す
る
も
の
で
あ
る
」
（
全
７
１
五
七
○
）
と
主
張
し
、

一
転
し
て
天
皇
の
意
義
を
非
武
装
の
「
平
和
の
女
神
」
た
る
こ
と
に

（
犯
）

求
め
た
。
さ
ら
に
「
必
至
ノ
運
命
」
と
し
て
連
呼
さ
れ
た
日
米
戦
争

や
東
西
文
明
の
対
決
の
主
張
は
、
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
、
連

合
国
総
司
令
官
Ｄ
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
提
出
さ
れ
た
「
新
日
本
の
進

路
」
の
中
で
、
「
最
終
戦
争
が
東
亜
と
欧
米
と
の
両
国
家
群
の
間
に

行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
予
想
し
た
見
解
は
、
甚
だ
し
い
自
惚
れ
で
あ

（
調
）

り
、
事
実
上
明
か
に
誤
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
」
と
し
て
全
面

撤
回
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
石
原
は
、
大
勢
の
支
持
者
を
抱
え
つ
つ
、
自
己
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
的
立
場
を
大
転
換
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
に
何

ら
檮
路
も
葱
槐
の
念
も
感
じ
て
い
な
い
。
す
で
に
確
認
し
た
通
り
、

石
原
の
信
仰
は
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
基
盤
と
し
、
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ

ム
的
に
「
神
」
と
総
称
さ
れ
る
〈
宇
宙
生
命
〉
を
絶
対
者
と
す
る
も

の
だ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
信
仰
に
立
て
ば
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
信
念

や
宗
教
的
帰
依
の
対
象
さ
え
も
石
原
の
霊
感
に
応
じ
て
自
在
に
変
更

が
可
能
で
あ
っ
た
。
仏
の
予
言
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
が
適
中
す
る
の

は
〈
宇
宙
生
命
〉
の
霊
的
意
志
と
合
致
す
る
か
ら
に
他
な
ら
ず
、
宇

宙
の
霊
は
歴
史
的
現
実
を
通
じ
て
予
言
に
最
終
的
な
審
判
を
下
す
。

石
原
は
そ
う
考
え
て
い
た
。

だ
と
す
れ
ば
、
す
べ
て
は
状
況
次
第
、
と
諦
観
す
る
石
原
の
予
言

に
も
、
そ
れ
な
り
の
論
理
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
石
原

の
言
う
「
神
」
と
は
、
現
世
を
否
定
す
る
超
越
者
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
現
世
的
事
象
の
中
に
立
ち
現
れ
る
絶
対
者
な
の
で
あ
る
。
キ
リ

ス
ト
教
の
よ
う
な
予
定
調
和
的
歴
史
観
と
違
い
、
石
原
の
歴
史
観
は
、
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歴
史
の
流
れ
そ
の
も
の
に
絶
対
の
価
値
を
置
い
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ

は
こ
こ
に
、
丸
山
眞
男
が
か
っ
て
指
摘
し
た
、
日
本
思
想
の
「
原
型
」

的
思
考
様
式
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

丸
山
が
記
紀
神
話
の
解
釈
を
通
じ
、
い
わ
ゆ
る
「
古
層
論
」
を
唱

え
た
こ
と
は
有
名
だ
が
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
彼
の
講
義
録
（
『
丸
山
眞

男
講
義
録
［
第
四
冊
］
』
）
で
は
、
古
層
論
よ
り
も
一
般
化
さ
れ
た
形
で
、

日
本
思
想
を
貫
く
「
原
型
言
。
８
言
の
）
」
的
思
考
が
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
日
本
人
の
思
考
様
式
の
原
型
は
神
話
や
古
代

説
話
に
現
れ
て
お
り
、
呪
術
的
段
階
に
お
け
る
災
厄
観
と
罪
観
念
か

ら
、
「
集
団
的
功
利
主
義
」
「
心
情
の
純
粋
性
」
「
活
動
・
作
用
の
神
化
」

と
い
っ
た
行
動
の
価
値
基
準
が
生
れ
、
活
動
そ
の
も
の
に
重
点
を
置

く
「
生
成
の
オ
プ
テ
ィ
ズ
ム
」
の
世
界
像
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
原

型
の
価
値
意
識
と
世
界
像
が
、
歴
史
観
に
展
開
さ
れ
る
と
「
自
然
的

時
間
の
経
過
そ
の
も
の
が
歴
史
で
あ
る
」
と
す
る
成
行
き
主
義
に
彩

ら
れ
、
ま
た
社
会
行
動
に
お
い
て
は
状
況
適
合
性
が
パ
タ
ー
ン
と
な

（
鈍
）

る
と
言
う
。

こ
の
よ
う
な
原
型
的
思
考
は
、
ま
さ
し
く
石
原
の
歴
史
観
を
支
配

し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
石
原
の
宗
教
観
に
お
い
て
は
〈
神
の

計
画
〉
と
し
て
の
歴
史
な
ど
存
在
せ
ず
、
自
然
的
時
間
の
経
過
と
し

て
の
歴
史
こ
そ
が
「
神
」
で
あ
っ
た
。
自
然
的
時
間
の
経
過
が
も
た

ら
し
た
日
本
の
敗
戦
を
「
神
の
意
志
」
と
捉
え
た
か
ら
こ
そ
、
戦
後

の
石
原
は
最
終
戦
論
の
予
言
を
一
八
○
度
ひ
っ
く
り
返
し
て
も
、
悟

石
原
莞
爾
は
幼
少
期
か
ら
霊
感
的
な
予
言
信
仰
を
持
っ
て
お
り
、

就
学
期
に
は
「
教
育
勅
語
」
「
軍
人
勅
諭
」
等
の
教
育
方
針
に
基
づ
き
、

尊
皇
心
を
培
っ
た
。
こ
れ
ら
は
ま
だ
、
青
年
期
の
石
原
の
宗
教
意
識

に
お
い
て
は
、
い
わ
ば
雑
然
と
同
居
し
て
い
る
状
態
だ
っ
た
。
や
が

て
石
原
は
、
陸
軍
将
校
と
し
て
確
固
た
る
宗
教
観
を
求
め
る
よ
う
に

な
り
諸
宗
教
を
遍
歴
す
る
が
、
最
終
的
に
国
柱
会
の
日
蓮
主
義
に
帰

依
し
て
真
の
安
心
を
得
た
。
国
柱
会
の
日
蓮
主
義
に
は
、
日
蓮
の
予

言
者
的
な
歴
史
主
義
に
対
す
る
熱
烈
な
信
仰
が
あ
り
、
ま
た
国
体
信

仰
に
基
づ
く
汎
日
本
主
義
と
義
戦
観
が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え

国
柱
会
教
学
を
通
じ
て
、
石
原
は
、
彼
の
宗
教
意
識
で
あ
っ
た
霊
感

的
予
言
信
仰
と
尊
皇
心
を
確
固
た
る
宗
教
観
に
統
合
し
、
さ
ら
に
は
、

と
し
て
恥
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
石
原
の
中
で
は
、
ア
ジ
ア
の
盟

主
を
目
指
し
た
軍
国
主
義
の
日
本
も
、
ま
た
戦
争
放
棄
を
認
う
絶
対

平
和
主
義
の
日
本
も
、
と
も
に
自
然
的
時
間
の
経
過
と
い
う
「
神
の

意
志
」
で
あ
っ
た
。
彼
の
思
想
転
向
は
、
彼
自
身
に
と
っ
て
は
、
決

し
て
変
節
で
は
な
か
っ
た
・
石
原
の
思
想
は
丸
山
の
言
う
「
そ
の
時
々

（
弱
）

の
状
況
適
合
性
」
を
原
理
的
特
徴
と
し
、
そ
れ
は
日
蓮
主
義
と
言
う

よ
り
、
シ
ャ
ー
マ
ン
的
な
宇
宙
霊
崇
拝
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。七

お
わ
り
に
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そ
の
宗
教
観
と
自
身
の
戦
争
史
観
と
を
結
合
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
「
世
界
最
終
戦
争
論
」
は
こ
う
し
て
大
正
一
三
（
一
九
二
四
年

頃
、
叺
々
の
声
を
上
げ
、
太
平
洋
戦
争
の
前
夜
に
は
「
末
法
二
重
説
」

を
付
加
し
、
切
迫
感
を
帯
び
た
軍
事
的
・
宗
教
的
予
言
と
し
て
昭
和

戦
時
期
に
異
彩
を
放
っ
て
い
た
。

だ
が
し
か
し
、
石
原
が
最
終
戦
論
を
構
想
す
る
う
え
で
決
定
的
影

響
を
及
ぼ
し
た
国
柱
会
の
日
蓮
主
義
と
石
原
の
立
場
と
の
間
に
は
、

じ
っ
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
有

無
で
あ
る
。
国
柱
会
の
予
言
信
仰
が
日
蓮
遺
文
に
基
づ
き
Ｉ
も
っ

と
も
そ
れ
は
国
体
論
的
バ
イ
ア
ス
の
あ
る
日
蓮
解
釈
だ
が
ｌ
お
よ

そ
日
蓮
を
離
れ
た
予
言
な
ど
認
め
な
い
の
に
対
し
、
石
原
の
方
は
自

己
の
霊
感
的
予
言
を
日
蓮
遺
文
よ
り
も
優
先
し
、
日
蓮
の
立
場
を
相

対
化
し
て
い
た
。

ま
た
石
原
は
、
国
柱
会
流
に
神
仏
一
致
的
な
解
釈
を
施
さ
れ
た
日

蓮
の
予
言
を
信
じ
て
い
た
が
、
そ
の
奥
底
に
シ
ャ
ー
マ
ン
的
な
宇
宙

霊
の
崇
拝
が
あ
っ
た
た
め
に
、
状
況
に
よ
っ
て
は
キ
リ
ス
ト
や
マ
ホ

メ
ッ
ト
、
マ
ル
ク
ス
な
ど
の
予
言
を
承
認
す
る
可
能
性
も
残
し
て
い

た
。
彼
の
宇
宙
霊
信
仰
は
、
無
限
抱
擁
的
な
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
を

と
も
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
宇
宙
霊
信
仰
は
ま
た
、
〈
状
況
適
合
性
〉
を
基
準
と
す

る
思
考
様
式
を
生
み
、
そ
こ
か
ら
戦
後
の
石
原
に
お
け
る
最
終
戦
争

の
予
言
の
全
面
撤
回
や
非
武
装
平
和
主
義
へ
の
転
換
と
い
う
、
成
行

き
主
義
的
な
言
動
が
正
当
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
石
原
の
軍
事
的
態
度

に
つ
い
て
、
そ
の
優
柔
不
断
性
が
し
ば
し
ば
問
題
に
さ
れ
る
。
代
表

的
な
例
と
し
て
、
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
に
日
中
戦
争
が
勃
発

し
た
当
初
、
中
国
に
お
け
る
日
本
陸
軍
の
作
戦
決
定
の
実
質
的
責
任

者
だ
っ
た
石
原
が
、
自
ら
は
戦
争
拡
大
に
反
対
の
立
場
だ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
最
終
的
に
拡
大
派
の
路
線
を
容
認
す
る
態
度
を
と
っ

て
部
下
を
困
惑
さ
せ
た
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
Ｍ
・
ピ
ー
テ
ィ
は
、

こ
の
原
因
と
し
て
、
石
原
が
東
京
の
最
高
司
令
部
内
で
孤
立
し
て
い

た
こ
と
、
彼
が
北
平
地
域
の
在
留
邦
人
と
民
間
人
の
安
全
を
懸
念
し

て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
元
来
病
弱
な
石
原
が
緊
張
や
過
剰
労
働
に
よ（妬）

っ
て
精
神
衰
弱
気
味
に
な
っ
た
こ
と
、
と
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
外
的
諸
要
因
に
対
し
、
内
的
要
因
と
し
て
は
、
す
べ
て
を

神
霊
の
意
志
と
見
て
諦
念
し
て
し
ま
う
石
原
の
〈
状
況
適
合
性
〉
の

問
題
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

さ
て
以
上
の
論
考
か
ら
、
石
原
の
宗
教
観
の
中
核
に
は
一
貫
し
て

宇
宙
霊
の
予
言
に
対
す
る
シ
ャ
ー
マ
ン
的
信
仰
が
存
し
た
こ
と
、
そ

れ
が
国
体
観
念
、
軍
事
研
究
上
の
知
見
、
国
柱
会
の
日
蓮
主
義
を
取

り
込
む
こ
と
で
日
本
中
心
主
義
的
な
世
界
最
終
戦
争
論
へ
と
展
開
さ

れ
た
こ
と
、
戦
後
、
日
本
の
敗
戦
と
い
う
〈
霊
告
〉
を
前
に
し
て
石

原
自
ら
最
終
戦
論
を
白
紙
撤
回
す
る
と
い
う
結
末
を
迎
え
た
こ
と
、

こ
の
三
点
を
結
論
と
し
て
提
示
す
る
次
第
で
あ
る
。
最
終
戦
論
に
お

け
る
日
蓮
仏
教
は
、
第
一
に
田
中
智
学
の
国
体
論
的
な
日
蓮
主
義
を
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通
じ
て
好
戦
的
な
汎
日
本
主
義
の
装
い
を
凝
ら
さ
れ
、
第
二
に
石
原

の
シ
ャ
ー
マ
ン
的
霊
感
を
通
じ
て
具
体
的
な
軍
事
行
動
（
満
州
事
窒

を
正
当
化
す
る
役
割
を
も
担
わ
せ
ら
れ
た
。
石
原
の
よ
う
な
日
本
中

心
主
義
的
、
シ
ャ
ー
マ
ン
的
な
日
蓮
受
容
の
あ
り
方
は
、
同
じ
く
日

蓮
系
の
超
国
家
主
義
者
と
呼
ば
れ
る
北
一
輝
の
思
想
に
も
見
受
け
ら

れ
る
。
日
蓮
仏
教
と
超
国
家
主
義
と
の
関
係
を
考
え
る
に
は
、
近
代

の
日
蓮
系
超
国
家
主
義
者
の
思
想
形
成
に
お
け
る
日
蓮
仏
教
の
変
容

過
程
を
詳
細
に
検
討
す
る
作
業
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

注
（
１
）
戸
頃
重
基
『
近
代
社
会
と
日
蓮
主
義
』
評
論
社
、
一
九
七
二
年
、

一
四
八
頁
。

（
２
）
坂
本
日
深
監
修
、
田
村
芳
郎
・
宮
崎
英
修
編
『
日
本
近
代
と
日

蓮
主
義
』
春
秋
社
、
一
九
七
二
年
、
八
六
頁
。

（
３
）
小
林
英
夫
『
昭
和
フ
ァ
シ
ス
ト
の
群
像
』
校
倉
書
房
、
一
九
八

四
年
、
九
五
頁
。

（
４
）
松
沢
哲
成
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
対
外
戦
略
』
三
一
書
房
、
一

九
八
三
年
、
七
六
頁
。

（
５
）
西
山
茂
「
近
代
の
日
蓮
主
義
ｌ
「
賢
王
」
信
仰
の
系
譜
」
日
本

仏
教
研
究
会
編
『
日
本
の
仏
教
』
④
近
世
・
近
代
と
仏
教
、
法
蔵
館
、

＊
『
石
原
莞
爾
全
集
』
（
全
七
巻
、
石
原
莞
爾
全
集
刊
行
会
、
一
九
七
六

’
一
九
七
七
年
）
、
『
石
原
莞
爾
選
集
』
（
全
一
○
巻
、
た
ま
い
ら
ぼ
、

一
九
八
六
年
）
か
ら
の
引
用
・
参
照
箇
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
全
」
「
選
」

の
字
と
そ
の
巻
数
、
頁
数
を
文
中
に
示
し
た
。

一
九
九
五
年
、
二
三
七
頁
。

（
６
）
陸
軍
の
中
央
幼
年
学
校
で
石
原
と
机
を
並
べ
て
い
た
親
友
の
飯

沼
守
は
、
石
原
が
当
時
か
ら
智
学
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
、

次
の
よ
う
に
語
っ
た
と
言
う
。
「
石
原
は
中
央
幼
年
校
の
時
か
ら
、

田
中
智
学
師
の
法
華
経
に
凝
り
、
そ
の
教
書
を
読
み
、
私
（
飯
沼
）

や
樋
口
李
一
郎
（
後
の
北
部
軍
司
令
官
）
に
も
こ
れ
を
す
す
め
た
。

樋
口
は
あ
る
程
度
の
関
心
を
も
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
私
は

多
少
研
究
し
た
が
も
の
に
な
ら
ず
、
石
原
は
私
に
対
し
て
『
貴
公
は

信
仰
心
が
な
い
か
ら
だ
め
だ
』
と
い
っ
た
」
（
横
山
臣
平
『
秘
録
・

石
原
莞
爾
』
芙
蓉
書
房
、
一
九
七
一
年
、
七
三
頁
）
。

（
７
）
Ｍ
・
ピ
ー
テ
ィ
『
「
日
米
対
決
」
と
石
原
莞
爾
』
た
ま
い
ら
ぼ
、

一
九
九
二
年
、
七
二
頁
。

（
８
）
横
山
前
掲
書
『
秘
録
・
石
原
莞
爾
』
、
三
四
一
、
三
五
二
頁
。

（
９
）
広
田
照
幸
『
陸
軍
学
校
の
教
育
社
会
史
ｌ
立
身
出
世
と
天
皇

制
』
世
織
書
房
、
一
九
九
七
年
、
一
七
七
頁
。

（
岨
）
同
前
、
一
七
八
頁
。

（
Ⅱ
）
同
前
、
二
二
八
、
二
五
○
頁
。

（
里
石
原
莞
爾
平
和
思
想
研
究
会
編
『
人
類
後
史
へ
の
出
発
石
原

莞
爾
戦
後
著
作
集
』
展
転
社
、
一
九
九
六
年
、
三
九
頁
。

（
過
）
藤
本
治
毅
『
石
原
莞
爾
』
時
事
通
信
社
、
一
九
九
五
年
（
初
出

一
九
六
四
年
）
、
七
五
頁
。

（
Ｍ
）
田
中
智
学
の
自
伝
（
『
わ
が
経
し
あ
と
』
）
に
よ
れ
ば
、
彼
は
明

治
一
○
年
の
西
南
戦
争
の
際
、
「
一
念
三
千
の
大
道
理
が
真
理
の
中

心
で
あ
る
。
そ
れ
を
形
作
シ
た
も
の
が
日
本
の
国
体
で
あ
る
」
と
の

直
観
を
抱
い
た
と
い
う
（
『
師
子
王
全
集
』
「
談
叢
篇
」
師
子
王
文
庫
、

一
九
三
六
年
、
三
三
五
頁
）
。
彼
は
終
生
、
〈
一
念
三
千
Ⅱ
国
体
〉
と
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い
う
両
義
的
な
信
念
を
貫
い
た
が
、
運
動
面
で
は
次
第
に
日
蓮
主
義

か
ら
国
体
主
義
へ
と
力
点
を
移
し
て
い
っ
た
。

（
妬
）
南
部
次
郎
に
つ
い
て
は
多
く
の
石
原
莞
爾
伝
が
詳
し
く
紹
介
し

て
い
る
が
、
中
央
幼
年
学
校
時
代
の
石
原
は
南
部
家
に
頻
繁
に
出
入

り
し
、
南
部
の
王
道
論
的
な
ア
ジ
ア
主
義
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け

た
と
さ
れ
る
。
南
部
は
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
、
「
大
陸
問
題
」

（
征
韓
論
）
に
注
目
し
て
清
国
に
渡
り
中
国
革
命
運
動
に
熱
中
し
、

同
一
九
（
一
八
八
六
）
年
に
内
地
送
還
を
命
じ
ら
れ
て
明
治
四
五
（
一

九
一
二
）
年
に
没
す
る
ま
で
の
間
は
、
在
野
に
あ
っ
て
い
わ
ゆ
る
「
西

洋
覇
道
・
東
洋
王
道
」
説
を
唱
え
て
い
た
と
言
う
（
佐
治
芳
彦
『
石

原
莞
爾
（
上
）
』
日
本
文
芸
社
、
一
九
八
八
年
（
現
代
書
林
一
九
八

四
年
刊
の
再
刊
）
、
九
三
’
九
七
頁
）
・

（
賂
）
石
原
は
、
陸
軍
幼
年
学
校
の
頃
、
海
軍
大
学
校
の
教
官
だ
っ
た

佐
藤
鉄
太
郎
に
国
防
論
の
教
え
を
乞
い
に
行
っ
て
い
た
が
、
佐
藤
は
、

智
学
と
並
ん
で
日
蓮
主
義
を
世
に
広
め
た
立
役
者
で
あ
る
顕
本
法
華

宗
管
長
・
本
多
日
生
の
門
人
で
あ
っ
た
。
当
然
、
石
原
は
佐
藤
を
通

じ
て
日
生
の
日
蓮
主
義
を
知
っ
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
国
柱
会
入
会
の

前
に
も
日
生
の
法
話
を
聞
き
に
行
き
、
大
い
に
心
を
打
た
れ
た
と
伝

え
ら
れ
る
（
藤
本
前
掲
書
『
石
原
莞
爾
』
、
七
五
頁
）
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
石
原
が
最
終
的
に
智
学
の
日
蓮
主
義
を
選
ん
だ
の
は
、
国
策
へ

の
現
実
的
協
力
に
熱
心
な
日
生
の
日
蓮
主
義
に
、
国
柱
会
の
ご
と
き

終
末
論
的
予
言
信
仰
の
性
格
が
希
薄
だ
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
Ⅳ
）
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』

第
一
巻
、
身
延
山
久
遠
寺
、
一
九
五
二
年
、
七
一
九
頁
。

（
坦
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
第
二
巻
、
一
○
○
八
頁
。

（
的
）
田
中
智
学
『
日
蓮
主
義
教
学
大
観
』
真
世
界
社
、
一
九
九
三
年

（
初
出
一
九
○
四
年
）
、
二
六
四
八
頁
。
本
書
は
刊
行
当
初
、
『
本
化

妙
宗
式
目
講
義
録
』
と
題
さ
れ
て
い
た
が
、
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）

年
に
『
日
蓮
主
義
教
学
大
観
』
と
改
称
し
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）

年
に
真
世
界
社
か
ら
復
刻
版
が
出
さ
れ
た
。

（
別
）
同
前
、
二
六
四
八
’
二
六
五
○
頁
。

（
型
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
石
原
の
側
近
で
あ
り
、
「
日
蓮
教
入

門
」
の
編
集
に
も
携
わ
っ
た
白
土
菊
江
の
回
想
に
よ
る
と
、
智
学
が

脳
溢
血
で
倒
れ
た
頃
、
当
時
の
国
柱
会
で
は
そ
の
病
状
を
云
々
す
る

こ
と
す
ら
睨
ま
れ
る
雰
囲
気
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
石
原
は

「
大
先
生
も
今
度
は
い
け
な
い
ら
し
い
で
す
な
あ
」
と
言
っ
て
白
土

を
驚
か
せ
た
（
白
土
菊
江
『
将
軍
石
原
莞
爾
そ
の
人
と
信
仰
に
触

れ
て
』
丸
ノ
内
出
版
、
一
九
九
五
年
、
二
五
一
頁
）
。
ま
た
智
学
の

死
の
直
後
、
石
原
は
白
土
の
前
で
、
「
に
や
り
と
笑
っ
て
、
大
先
生

の
声
色
を
つ
か
い
、
そ
り
返
っ
た
身
ぶ
り
で
」
、
智
学
の
こ
と
を
「
あ

の
ぢ
い
さ
ん
」
と
呼
ん
だ
と
言
う
（
同
書
、
二
八
六
頁
）
・

（
躯
）
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
第
二
巻
、
一
四
三
一
頁
。

（
翌
前
掲
書
『
日
本
近
代
と
日
蓮
主
義
』
、
八
六
頁
。

（
型
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
第
一
巻
、
一
九
五
二
年
、
二
○

八
頁
。

孟
）
日
蓮
の
「
安
国
論
」
思
想
の
根
底
に
、
「
依
正
不
二
」
観
が
あ

る
こ
と
は
、
多
く
の
研
究
者
が
指
摘
し
て
い
る
。
例
え
ば
小
松
邦
彰

氏
は
、
「
安
国
論
の
主
張
の
根
底
に
あ
る
の
は
依
正
不
二
の
思
想
で

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
「
立
正
安
国
論
小
考
」
『
日
蓮
教
学
の
諸
問

題
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
四
年
、
二
六
○
頁
）
・

（
恥
）
佐
々
木
宏
幹
『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
人
類
学
』
弘
文
堂
、
一
九

八
四
年
、
七
頁
。
佐
々
木
は
、
同
書
執
筆
の
段
階
に
お
け
る
シ
ャ
ー
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（
躯
）
角
田
順
編
『
石
原
莞
爾
資
料
ｌ
国
防
論
策
編
』
原
書
房
、
一

九
六
七
年
、
四
六
、
四
八
頁
。

マ
ン
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
学
術
的
定
義
と
し
て
「
〃
超
自
然
的
存

、
、
、
、

、
、
、
、

在
と
の
直
接
接
触
ま
た
は
直
接
交
流
″
（
傍
点
原
著
者
）
と
い
う
語

句
・
表
現
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
最
も
妥
当
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る

（
同
書
、
同
頁
）
・

（
〃
）
同
前
、
六
四
頁
。

（
邪
）
入
江
辰
雄
『
日
蓮
聖
人
と
石
原
莞
爾
』
た
ま
い
ら
ぼ
、
一
九
八

四
年
、
二
○
五
頁
。

（
豹
）
同
前
、
二
○
六
’
二
○
九
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
帥
）
藤
本
前
掲
書
『
石
原
莞
爾
』
、
三
四
四
頁
。

（
別
）
『
石
原
莞
爾
選
集
９
』
に
収
録
さ
れ
た
当
該
年
度
の
石
原
の
日

記
に
は
、
「
参
宮
」
「
橿
原
参
拝
」
「
多
度
神
社
」
「
南
宮
神
社
参
詣
」

「
多
賀
神
社
参
詣
」
「
吉
野
神
宮
参
拝
」
「
大
石
神
社
、
石
山
寺
、
建

部
神
社
」
「
多
賀
神
社
二
詣
テ
」
「
伊
勢
御
親
拝
」
「
神
武
天
皇
山
御

陵
御
親
拝
」
「
桃
山
御
親
拝
」
「
亀
山
神
社
参
拝
」
「
那
智
神
社
二
参

拝
速
玉
神
社
二
詣
テ
」
「
大
雨
ノ
中
プ
ロ
ペ
ラ
船
ニ
テ
本
宮
参
拝
」

「
諸
隊
卜
共
二
橿
原
神
宮
参
拝
」
「
北
島
神
社
参
拝
」
「
石
神
神
宮
参
拝
」

「
山
陵
神
宮
参
拝
」
「
天
智
天
皇
御
陵
、
近
江
神
宮
参
拝
」
と
あ
り
、

石
原
が
三
年
間
で
計
二
二
回
、
神
社
や
天
皇
陵
を
参
拝
・
親
拝
し
た

こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
石
原
が
「
末
法
二
重
」
の

疑
問
を
め
ぐ
っ
て
日
蓮
遺
文
を
精
力
的
に
研
究
し
、
彼
の
自
叙
伝
で

あ
る
「
戦
争
史
大
観
の
由
来
記
」
を
執
筆
し
た
時
期
に
あ
た
る
。
石

原
は
、
頻
繁
な
神
社
参
拝
を
通
じ
て
神
威
の
霊
感
に
頼
り
つ
っ
日
蓮

主
義
を
再
解
釈
し
、
神
仏
混
清
の
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
の
中
で
最
終

主
義
を
再
解
釈
し
、
神
仏
混
清
（

戦
論
を
完
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

（
翌
前
掲
書
『
人
類
後
史
へ
の
出
発
石
原
莞
爾
戦
後
著
作
集
』
、
二

○
○
頁
。

茎
『
丸
山
眞
男
講
義
録
［
第
四
冊
芦
．
榛
東
大
学
出
版
会
、
一
九

九
八
年
）
の
第
一
章
「
思
考
様
式
の
原
型
」
（
四
一
’
八
一
頁
）

を
参
照
。

（
弱
）
同
前
、
七
四
頁
。

（
鮒
）
前
掲
害
『
「
日
米
対
決
」
と
石
原
莞
爾
』
、
二
三
五
頁
。

（
東
京
大
学
大
学
院
）
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